
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 九戸郡野田村大字野田31-25-1 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 16 社（原木供給／3 社、製材／2 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／2社、設計／1社、施工／4社） 価格帯 1,000～1,300万円 

代表者名 晴山茂美（晴山建築設計事務所 代表） 価格の基準面積 83㎡ 

主な受賞歴等 ・住宅金融支援機構『災害復興住宅融資』説明会開催 価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
三上達也 
[メール] o-sawa.j@sunny.ocn.ne.jp 
[電話] 0194-78-2552 [ＦＡＸ] 0194-78-2559 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
『４寸柱』と『木組み』の家づくり 
●木と木の相性は抜群。金物に頼りすぎては本当の意味での『強い住まい』
は出来ません。丸太を見て、木を見て職人の目で適材適所に木を生かしま
す。 
●４寸柱をベースに骨太構造の家にこだわります。構造はリフォームできま
せん。見えないところにこだわるのがお客様の為と考えます。 
 
『陽だまりのあたたかさ』 
●断熱材の密度と厚さ、開口部サッシの性能にこだわります。次世代省エネ
基準をクリアした住まいを提供します。 
●『太陽の光を取り入れる』。冬は角度の低い位置からの太陽光がサッシを
通して柔らかく室内に入り込みます。自然光の光を遮らないタイプの高断
熱ペアガラスの使用をおすすめします。 

 415
北三陸のだ・木の香る家づくりネット 
県北沿岸地域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●職人がつくる、日本の木の家。人・健康・環境にやさしく、いざという時に心強く、末永く愛着をもって住める家。 
これが私たちの家づくりコンセプト。 

●夏涼しく、冬暖かい。そして何より地震に強い。これまで何百年と育まれてきた『木組みの技術』と 
『現代の技術革新』をうまく組合わせた家づくりが大切であると考えます。 

●日本は太古から地震と湿気の多い地域。その中で永く耐えてきた木造建築物はやはり木組みの家であり、 
先人から受け継ぐ『技術と実績』を大切に考えています。 

●現代の高断熱技術やペアガラスサッシ等を融合させて、『強さ』・『陽だまりの暖かさ』の長期優良住宅を『手の届く価格』で 
ご提供させていただきます。被災地野田村で奮闘している地域型グループです。何卒宜しくお願い申し上げます。

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

いざという時に心強く、愛着を持って住める家 木の香りと陽だまりのあたたかさ 


